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ル
イ
ス
・
フ
ァ
ヤ
ッ
ド

（Luis Fayad
）は
一
九
四
五

年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首

都
ボ
ゴ
タ
に
生
ま
れ

た
。
こ
れ
ま
で
に
長

編
と
し
て
『
エ
ス
テ
ル

の
親
戚
（Los parientes de Ester

）
』
（
一
九
七
八

年
）、『
旅
の
同
伴
者
（C

om
pañeros de viaje

）
』

（
一
九
九
一
年
）
な
ど
多
く
の
作
品
を
発
表
し
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
で
は
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
（
一
九
二
七
年

―
）
の
ひ
と
世
代
下
の
作
家
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ

て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
転
々
と

し
て
い
た
が
、
八
六
年
に
ド
イ
ツ
の
招
き
で
ベ
ル
リ
ン

に
渡
っ
て
以
来
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
訳
出
し
た
作
品
を
見
つ
け
た
の
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
の
作
家
に
よ
っ
て
ア
ラ
ブ
や
ユ
ダ
ヤ
と
の
か
か
わ

り
を
描
い
た
短
編
を
収
め
た
ス
ペ
イ
ン
語
の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
『
砂
の
三
角
州
―
―
ア
ラ
ブ
短
編
、
ユ
ダ
ヤ
短

編
』
で
、
初
出
は
二
〇
一
一
年
だ
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
は
レ
バ
ノ
ン
・
シ
リ
ア
地
方
と

か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
く
、
昨
今
の

日
本
で
は
た
ぶ
ん
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
カ
ル
ロ
ス
・

ゴ
ー
ン
が
も
っ
と
も
名
高
い
人
物
だ
ろ
う
。
ゴ
ー
ン
が

レ
バ
ノ
ン
系
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
た
が
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
歌
手
シ
ャ
キ
ー
ラ
（
一
九
七
七
年
―
）
や
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
俳
優
リ
カ
ル
ド
・
ダ
リ
ン
（
一
九
五
七

年
―
）、
メ
キ
シ
コ
の
実
業
家
で
大
富
豪
の
カ
ル
ロ
ス・

ス
リ
ム
（
一
九
四
〇
年
―
）
も
レ
バ
ノ
ン
系
で
あ
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
大
統
領
を
つ
と
め
た
カ
ル
ロ
ス
・
メ

ネ
ム
（
一
九
三
〇
年
―
）
は
シ
リ
ア
系
で
あ
る
。
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
憲
法
で
は
大
統
領
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
彼
は
大
統
領
に
な
る
た
め

に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
。

日
本
語
訳
が
あ
る
作
家
と
な
る
と
案
外
少
な
い
の
だ

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
レ
バ
ノ
ン
系
ミ
ウ
ト
ン
・
ハ
ト
ゥ
ン

（
一
九
五
二
年
―
）
の
『
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
の
孤
児
』
が

ブ
ラ
ジ
ル
現
代
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
（
水
声
社
、
二
〇
一
七
年
）。

ル
イ
ス
・
フ
ァ
ヤ
ッ
ド
も
、
レ
バ
ノ
ン
系
の
作
家
で

あ
る
。
長
編
『
方
位
の
崩
壊
（La caída de los puntos 

cardinales

）』（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、
彼
の
祖
父
や

大
叔
父
た
ち
の
レ
バ
ノ
ン
か
ら
の
移
住
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

へ
の
同
化
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
短
編
は
そ
う
し
た

人
び
と
の
移
動
と
定
住
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
た
も

の
だ
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
ジ
ア
系
が
「
中
国
人
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
中
東
系
の
人
び
と
は
「
ト
ル
コ

人
」
と
呼
ば
れ
る
。
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
の
短
編
を

読
ん
で
い
る
と「
ト
ル
コ
人
」と
は
頻
繁
に
出
会
い
、『
予

告
さ
れ
た
殺
人
の
記
録
』
で
は
、
滅
多
刺
し
に
さ
れ
た

主
人
公
が
ナ
サ
ー
ル
と
い
う
姓
を
持
つ
ア
ラ
ブ
系
で
、

父
が
移
民
第
一
世
代
、
父
と
も
恋
人
と
も
ア
ラ
ビ
ア
語

で
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
の
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
・
パ
レ
ス

チ
ナ
系
の
移
民
の
波
は
だ
い
た
い
一
八
八
〇
年
か
ら

一
九
三
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
と
し
、
彼
ら
の
移
動
は
小
説

の
み
な
ら
ず
、
証
言
や
史
料
と
し
て
も
数
多
く
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、彼
ら
の
多
く
が
地
上
の
楽
園
、

希
望
、
夢
を
求
め
て
移
住
を
選
ん
で
い
る
。
も
と
も
と

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
米
国
（
つ
ま
り
大
国
）

を
最
終
目
的
地
と
し
て
い
た
が
、
す
で
に
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
先
に
親
戚
が
身
を
落
ち
着
け
て
い
た
り
す
る
と
、
彼

ら
を
頼
っ
て
船
を
降
り
て
い
る
。
米
国
に
渡
っ
て
も
大

恐
慌
が
原
因
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
再
移
住
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら
お
よ
そ
一
週
間
地
中
海
を
航
行
し

て
マ
ル
セ
イ
ユ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
大
西
洋
を
渡
っ
て

コ
ロ
ン
ビ
ア
ま
で
は
一
か
月
く
ら
い
か
か
る
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
の
入
り
口
は
カ
リ
ブ
沿
岸
の
街
バ
ラ
ン
キ
ー
リ
ャ

で
、
こ
こ
は
欧
米
や
中
東
か
ら
の
移
民
の
受
け
入
れ
窓

口
に
し
て
、
内
陸
へ
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

こ
の
短
編
で
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の
は
、
と
り
わ
け

冒
頭
の
一
段
落
だ
。
ナ
ジ
ー
ブ
が
い
ま
い
る
ボ
ゴ
タ
か

ら
故
郷
の
ベ
イ
ル
ー
ト
ま
で
の
道
の
り
が
、
フ
ィ
ル
ム

解

説

久 

野 

量 

一
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の
逆
回
し
の
よ
う
に
逆
向
き
に
た
ど
ら
れ
る
。
中
央
山

脈
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
、
大
西
洋
、
そ
し
て
レ
バ
ノ
ン
。

レ
バ
ノ
ン
と
ボ
ゴ
タ
が
交
錯
す
る
ナ
ジ
ー
ブ
の
生
を
凝

縮
し
た
こ
の
数
行
を
読
み
、
翻
訳
し
よ
う
と
決
め
た
。

ピラール・バルガス・アラナ、
ルス・マリーナ・スアサ・バルガス
『コロンビアのアラブ人』( ボゴダ、2007）

中東からコロンビアへ渡った 10 数名の家族の
語り（インタビューの語り起こし）に、著者が
当時の新聞記事や写真とともに解説を付してい
る。1880年から 1980年までにコロンビアに渡
ったアラブ人の歴史に関する貴重な資料である。

20世紀初頭のベイルート


